
今
大
会
の
仕
掛
け
人
、

小
城
和
之
実
行
委
員
長

は
、「
直
接
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足

気
味
な
現
代
社
会
に
お

い
て
、
こ
の
企
画
を
通

し
て
皆
が
顔
を
つ
き
合

せ
、
大
竹
市
に
つ
い
て

真
剣
に
語
り
合
え
る
場

を
作
り
た
か
っ
た
。
皆

で
大
竹
市
を
盛
り
上
げ

ら
れ
れ
ば
と
思
い
、
開

催
当
日
は
、
全
世
代
が

楽
し
み
、
よ
り
大
竹
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
え

る
大
会
に
な
る
よ
う
頑

張
り
た
い
。」
と
熱
意
を

語
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

（
取
材:

日
野
浩
爾
） 

【大竹青年会議所ホームページのご案内】  

最新の詳しい事業活動の詳細を更新中！！ 

ＵＲＬ：http：//www.otakejc.com/2015/ 

右のＱＲコードをご利用ください。 

【facebook でも活動情報を公開中！】 
右のＱＲコードをご利用ください。 

２２２０００１１１５５５年年年度度度   開開開催催催事事事業業業のののごごご紹紹紹介介介   

還
暦
迎
え
た
大
竹 

新
た
な
試
み
を 

貸借対照表、損益計算書から自社の現状を把握し先を見据える。 
※今後の開催スケジュール 

【開催会場】 大竹商工会議所４階大ホール６月・８月開催 

大竹商工会議所３Ｆ研修室 ７月・９月開催 

【住  所】 大竹市油見３丁目１８番１１号 
【持 参 品】 筆記用具、電卓 
【お問合せ先】一般社団法人大竹青年会議所事務局 

ＴＥＬ：０８２７－５２－８００６ 

講師：ＧＯ＆ＤＯ篠原税理士法人 
代表税理士 篠原敦子 様 
 
・ＲＣＣラジオ「ごぜんさま」出演 
・中小企業大学校において経営分析・財
務諸表の基礎等の講師 
・県内各地商工会において会員対象に
各種税金・経営分析の講師等、多数の
講演経験あり 

二
〇
一
五
年
五
月
十
四
日（
木
）か
ら
、

六
月
・
七
月
・
八
月
・
九
月
に
掛
け
、毎

月
一
回
経
営
に
携
わ
る
方
、興
味
の
あ

る
方
を
対
象
に
経
営
能
力
向
上
の
為

の
勉
強
会
を
開
催
致
し
ま
す
。昨
今
で

は
、国
の
経
済
政
策
に
よ
り
一
部
の
企

業
で
は
一
定
の
効
果
は
出
て
い
る
と
報

道
も
有
り
ま
す
が
、中
小
企
業
で
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ

の
様
な
状
況
下
で
会
社
が
利
益
を
出

し
、存
続
し
て
い
く
為
に
は
、自
社
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。自
社
の
状
況
を
知
る
に
は
、決

算
書
を
見
る
こ
と
が
一
番
で
あ
り
、そ

の
中
で
も
貸
借
対
照
表
、損
益
決
算
書

の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
、経
営
戦
略
の

基
礎
を
学
ん
で
頂
く
た
め
の
企
画
で

す
。興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。 

（
取
材:

日
野
浩
爾
） 

二
〇
一
五
年
七
月
二
十
五
日
（
土
）、
大
竹
市
晴

海
臨
海
公
園
球
技
場
に
お
い
て
「
た
け
リ
ン
ピ

ッ
ク
２
０
１
５
」
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

昨
年
、
大
竹
市
は
市
制
施
行
六
〇
周
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
は
そ
こ
か
ら

第
一
歩
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
大
竹
市

に
て
新
た
な
試
み
に
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
、
大

竹
市
内
外
か
ら
愛
さ
れ
る
素
敵
な
大
竹
市
を
目

指
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
本
大
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
大
竹
の

魅
力
を
内
外
に
発
信
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
大
会
が
一
つ
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
と
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。「
た
け
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と

い
う
、
覚
え
や
す
く
親
し
み
や
す
い
名
称
に
も

そ
の
思
い
を
込
め
、
全
世
代
が
楽
し
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
催
事
を
、
大
竹
の
地
に

創
り
だ
す
為
に
、
一
般
参
加
者
を
含
め
ス
タ
ッ

フ
一
同
一
丸
と
な
り
鋭
意
活
動
中
で
す
。 

指
導
力
開
発
委
員
会 

主
催 

決
算
書
か
ら 

見
え
る
未
来 

経
営
者
育
成
勉
強
会 

全
世
代
が
楽
し
め
る
催
事 

小
城
実
行
委
員
長 

開開開催催催   今今今

夏夏夏   

ボランティア募集中！

たたたけけけリリリンンンピピピッッッククク２２２０００１１１５５５   

 

大 竹 青 年 会 議 所  広 報 誌 ２０１５ 第２号 

「不易流行」〜夢と希望に満ち溢れた輝くＪＡＹＣＥＥを目指して〜 

竹竹竹ををを使使使っっったたた       大大大運運運動動動会会会
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現在、大竹青年会議所には、１９名の会員が所属しております。

このまちやそこに住む人々のことを思い、様々な事業を少数精鋭

ながらも展開し、日々、精進を重ねております。大竹市内、大竹

市近郊にお住まい、またはお勤めの方々の入会を心よりお待ちし

ております。また、様々な事業でのボランティアも募集しており

ます。ご協力いただけるなら誠に幸甚に存じます。一般の皆様に

公開する例会（勉強会）等もありますので、お気軽にお問合せく

ださい。ご参加お待ちしております。 

青年会議所は２０〜４０歳までの青年が加入できる団体で、地元

大竹に留まらず日本全国に６９７の青年会議所と、約３万３千人

の仲間がいます。青年会議所という枠の中で、普段出会うことす

らない多くの人々との新たな出会いを経験するチャンスがあり、

多くの出会いから自己を成長させ、ネットワークを広げることが

できます。また、青年会議所の事業は、自分の利害に関係なく失

敗を恐れず、思い切り挑戦できますので、自己の成長はもちろん、

仲間との感動的な体験をすることも可能です。様々な価値観を持

つ仲間とともに推進する青年会議所活動には、無限の可能性があ

ります。 

【大竹青年会議所について】 

【青年会議所活動で得ることのできる機会と可能性】 新入会員紹介 
 
林 和明 君 
（ハヤシ カズアキ） 
２０１５年度入会 
生年月日 
１９７５年１２月１８日 

理事長              谷岡 正和  株式会社谷岡保険事務所 
直前理事長            藤澤 正治  富士興産株式会社 
顧 問              萩原 武司  株式会社萩原製作所 
監 事              入山 剛之  泉産業株式会社 
人間力開発部門副理事長      向井 敏亨  今五設備有限会社 
社会開発部門副理事長       安森 友和  三興化学工業株式会社 
専務理事             田中 大介  田中建設工業株式会社 
専務理事セクレタリ        髙橋 央史  髙橋司法事務所 
総務広報委員会    委員長   藤野 広志  藤野商事有限会社 

副委員長  山口 貴宏  有限会社山口屋 
委 員   平本 充   平本通船有限会社 
委 員   日野 浩爾  光明寺 

地域創生委員会    委員長   小城 和之  株式会社小城材木店 
副委員長  廣田 吉則  株式会社大竹環境保全 
委 員   奥田 和孝  奥田設備株式会社 
委 員   小山 剛司  有限会社大竹新菱自動車 

指導力開発委員会   委員長   網代木 秀太 有限会社中国企業 
副委員長  沖野 博志  有限会社おきのや 
委 員   出先 康睦  出先産業 
委 員   林  和明  日本郵便株式会社大竹木野郵便局 

２０１５年度一般社団法人大竹青年会議所 会員紹介 

《広報誌・活動・入会に関するお問い合わせ先》 
 

一般社団法人大竹青年会議所事務局（大竹商工会議所内） 

広島県大竹市油見三丁目１８番１１号 

Tel ０８２７‐５２‐８００６ 

発行者：総務広報委員会 

＜編集後記＞ 

総務広報委員会委員長の藤野です。季節も変わり暖かくなってきました。こ
の度の広報誌いかがでしたでしょうか？ 
１月から４月までの活動、今後の活動予定を記事にさせて頂きました。広報誌
編集中、総務広報委員会では委員より時間の過ぎる速さに驚くという感想
が多数有りましたが、しかし、これからまだまだ大竹青年会議所の事業が本
格化し、具体化されていく目前です。大竹青年会議所活動に触れることの有
る際は、メンバーの活躍を楽しみにして頂ければと思っております。 

私たちは、新しい仲間を求めています！ 

２０歳～４０歳までの青年としての貴重な年

月、共に研鑽と成長を重ねる、友情の日々を歩

みませんか？ 

あなたの参加をいつでも歓迎いたします！ 

初めまして、新入会員の林和明と申します。 

大竹市木野にあります大竹木野郵便局に勤務しています。 

多くの人に広く影響を与える仕事だと思っておりますので、

いつも人とのつながりを大切にし、誠実に対応することを心

がけています。 

趣味はドライブ,スポーツ,山登り等、体を動かすことが好き

です。明るい豊かなまちづくりの実現に向け、大竹を深く知

り、仲間と助け合いながら積極的に活動していきますので、

皆様どうぞ宜しくお願い致します。 

２０１５年 ２号  発行：一般社団法人大竹青年会議所 総務広報委員会  発行日：２０１５年５月１９日 

一般社団法人大竹青年会議所は「まち」と「ひと」を思い活動する２０歳から４０歳までの青年の団体です。 
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３月 

４月 

二
月
例
会 

２月 

三
月
公
開
例
会 

三
月
七
日
（
土
）
大
竹
商
工
会
議
所
四
階
に
て
、
三
月

公
開
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
担
当
委
員
会
は
地

域
創
生
委
員
会
で
す
。
三
月
公
開
例
会
で
は
、
講
師
に

日
本
大
学
理
工
学
部
ま
ち
づ
く
り
工
学
科
助
手
で
あ

り
、
一
級
建
築
士
の
落
合
正
行
氏
を
お
招
き
し
、『
ウ
チ

と
ソ
ト
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
』
―
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
と
い
う
視
点
―
に
つ
い
て
、
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
歴
史
、

そ
の
発
生
や
概
念
、
ま
た
現
在
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
日

本
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
関
連

す
る
活
動
に
つ
い
て
の
紹
介
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
講
師
自
ら
が
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
八
年

頃
に
掛
け
、
静
岡
県
下
田
市
に
て
、
歴
史
的
建
造
物
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
活
動
の
事
例
を
基

に
、
受
講
者
に
分
か
り
や
す
く
講
演
を
行
な
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
ち
の
出
身
者
で
あ
る
ウ
チ
と
、
移
住
者
や

他
の
ま
ち
の
住
人
の
ソ
ト
の
視
点
が
混
ざ
り
合
い
、
街

の
魅
力
を
引
き
だ
し
て
い
く
。
大
竹
の
魅
力
を
発
展
さ

せ
、
発
信
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
を
多
数
い
た
だ
け
る
有
意

義
な
講
演
で
し
た
。
受
講
者
の
方
々
に
も
大
竹
の
魅
力

を
発
見
し
、
大
竹
内
外
に
発
信
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。
ま
た
。
ま
ち
づ
く
り
を
担
当
す
る
委
員
会
と

し
て
、
こ
の
度
学
ん
だ
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
今
後
の

事
業
活
動
に
活
か
し
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
事:

小
城
和
之
） 

四
月
公
開
例
会 

新
入
会
員
セ
ミ
ナ
ー 

二
月
七
日
（
土
）
大
竹
商
工
会
議
所
四
階
に
て
二
月
例

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
二
月
例
会
で
は
、
公
益
社

団
法
人
小
田
原
青
年
会
議
所
二
〇
〇
六
年
度
理
事
長
、

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
二
〇
一
〇
年
度
専

務
理
事
等
の
様
々
な
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
上
田
博
和

様
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、『
目
指
せ
三
十
三
％
会
員

拡
大
！
～
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
輝
く
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ

Ｅ
Ｅ
と
し
て
～
』
の
演
題
の
も
と
、
一
般
社
団
法
人
大

竹
青
年
会
議
所
会
員
の
会
員
拡
大
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
事
を
目
的
と
し
、
ご
講
演
を
行
な
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
ご
講
演
で
は
、
講
師
自
身
が
Ｊ
Ｃ
に
入
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
先
輩
の
話
や
、
入
会
後
の
会
員
拡
大
活

動
を
行
っ
て
き
た
際
に
、
自
身
が
体
験
し
、
感
じ
学
ん

だ
事
、
こ
れ
ま
で
に
勧
誘
し
て
き
た
会
員
が
成
長
さ
れ

た
話
、
人
と
し
て
、
男
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
熱

く
熱
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
笑
い
あ
り
激
励
あ
り
の

ご
講
演
の
中
か
ら
、
い
か
に
会
員
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
伝
え
て
頂
き
、
多
く
の
会
員
に
と
っ
て

大
変
心
動
か
さ
れ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
担
当
例
会

で
あ
る
三
役
会
の
専
務
理
事
の
私
に
と
っ
て
、
講
師
の

上
田
博
和
様
に
本
年
度
良
い
報
告
が
出
来
る
よ
う
、
一

年
を
通
し
て
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
結
果
が
出
せ
る
よ

う
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
事:

田
中
大
介
） 

四
月
七
日
（
火
）、
大
竹
商
工
会
議
所
四
階
に
て
、

四
月
公
開
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
担
当

は
指
導
力
開
発
委
員
会
で
す
。
税
理
士
の
篠
原

敦
子
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
決
算
書
か
ら

見
え
る
未
来
」
と
題
し
て
、
財
務
諸
表
の
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
に
つ
い
て
一
般
の
方
を

交
え
て
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方

か
ら
は
、「
財
務
に
つ
い
て
素
人
の
私
に
も
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
よ
く
理
解
で

き
ま
し
た
。
次
回
ま
で
に
自
分
な
り
に
勉
強
し

て
み
よ
う
と
意
欲
の
沸
く
興
味
深
い
講
義
で
し

た
。」「
Ｐ
／
Ｌ
、
Ｂ
／
Ｓ
の
見
方
が
今
ま
で
よ

り
も
見
る
と
こ
ろ
が
増
え
た
の
で
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
成
長
し
た
と
思
い
ま
し
た
。」
な
ど
、 

一般社団法人大竹青年会議所は「まち」と「ひと」を思い活動する２０歳から４０歳までの青年の団体です。 

四
月
四
日
（
土
）
～
五
日
（
日
）
に
か
け
、
大
竹
市
「
自
然
の
家
や
さ
か
」
に
て
、
二
〇
一
五
年

度
新
入
会
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
入
会
員
に
と
っ
て
青

年
会
議
所
活
動
が
始
ま
る
本
当
の
一
日
目
と
も
言
え
る
行
事
で
す
。
本
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

先
輩
会
員
と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
着
眼
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
中
は
、
新
入
会

員
が
中
心
と
な
り
、
率
先
し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
、
加
え
て
行
程
の
中
で
Ｊ
Ｃ
活
動
の

基
本
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
当
日
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
参
加
し
た
新
入
会
員
は
、
自
ら
の

個
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
先
輩
会
員
に
負
け
ず
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
役
会
員
に
と

っ
て
も
、
新
入
会
員
に
と
っ
て
も
、
楽
し
い
な
か
に
も
厳
し
さ
の
あ
っ
た
、
充
実
し
た
一
泊
二
日

の
新
入
会
員
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
今
後
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
今

年
一
年
、
新
入
会
員
の
み
な
ら
ず
全
会
員
の
積
極
的
な
活
動
を
望
み
ま
す
。 

（
記
事:

網
代
木
秀
太
） 

多
く
の
前
向
き
な
ご
感
想
を
頂
く
こ
と
が

で
き
、
担
当
委
員
会
と
し
て
も
手
応
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
「
決
算
書
の

中
か
ら
自
社
の
状
況
を
把
握
し
、
戦
略
を

考
え
る
」
と
い
う
活
動
趣
旨
の
も
と
、
五

月
勉
強
会
、
六
月
担
当
例
会
と
九
月
ま
で
、

ま
だ
ま
だ
財
務
諸
表
に
つ
い
て
学
ん
で
い

く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
程
や

参
加
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
随
時
大
竹
青

年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

き
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

（
記
事:

網
代
木
秀
太
） 
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一
月
七
日
（
水
）
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
お
お
た
け
に
て
、
一
般
社
団
法
人
大

竹
青
年
会
議
所
新
年
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。総
務
広
報
委
員
会

が
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。大
竹
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
よ
り

一
九
名
の
先
輩
を
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
、本
年
度
も
多
く
の
先
輩

方
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
年
度
、
一
般
社
団
法
人
大
竹
青
年
会
議
所
は
、
谷
岡
理
事
長
の
掲
げ

る
ス
ロ
ー
ガ
ン『
不
易
流
行
～
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
輝
く
Ｊ
Ａ
Ｙ

Ｃ
Ｅ
Ｅ
を
目
指
し
て
～
』
の
も
と
、
一
年
間
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
一

般
社
団
法
人
大
竹
青
年
会
議
所
発
足
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た「
ま
ち

と
ひ
と
」
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
も
と
に
、
本
年
度
の
活
動
、
基
本
方

針
を
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。現
役
会
員
が
一
年
間
の
事
業
成
功
に

向
け
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
様
、
創
意
工
夫
し
た
新
年
例
会
で
し

た
。
そ
の
工
夫
が
実
り
、
ま
た
、
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
会
員
に

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、会
員
一
丸
と
な
っ
て
一
年
の
船
出
を
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。次
の
担
当
例
会
は
五
月
に
開
催
さ
れ
る
家
族
例

会
で
す
。
各
会
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
会
の
良
き
パ
イ
プ
役
と
し
て

も
活
躍
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
、
一
般
社
団
法
人

大
竹
青
年
会
議
所
の
下
支
え
と
し
て
、会
の
活
動
と
理
念
を
発
信
す
る

委
員
会
と
し
て
、
一
年
の
活
動
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
記
事:

藤
野
広
志
） 

新
年
例
会 

一
月
通
常
総
会 

京
都
会
議 

一
月
二
十
三
日
（
木
）
～
二
十
五
日
（
日
）、
全
国
各
地
の

青
年
会
議
所
会
員
が
京
都
国
際
会
議
場
に
集
い
ま
し
た
。
こ

の
日
、
京
都
国
際
会
議
場
で
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年

会
議
所
二
〇
一
五
年
度
の
運
動
の
ス
タ
ー
ト
の
場
と
し
て
、

二
〇
一
五
年
度
会
頭
に
よ
る
基
本
理
念
、
活
動
方
針
の
表
明

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は
各
種
講
演
や
著
名
人

に
よ
る
講
演
が
行
な
わ
れ
、
一
般
公
開
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
学
び
の
多
い
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
社
団
法
人
大
竹
青
年
会
議
所
か
ら

も
会
員
十
一
名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。（
記
事:
藤
野
広
志
） 

一
月
三
十
一
日
（
土
）、
福
山
の
地
に
て
、
新
春
会
議
・
新
春

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
県
内
各
地
全
十
二
の
地

域
の
青
年
会
議
所
会
員
が
集
い
、
広
島
県
内
を
一
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
単
位
と
し
て
、
青
年
会
議
所
の
運
動
を
行
な
う
出
発
点

と
な
り
ま
す
。
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
二
〇
一
五
年
度
の
基

本
方
針
並
び
に
事
業
方
針
・
活
動
方
針
を
広
島
県
内
の
各
地

青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
同
士
で
共
有
し
、
共
に
県
単
位
で
の

運
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

（
記
事:

藤
野
広
志
） 

新
春
会
議
・
新
春
交
流
会 

一
月
二
十
八
日
（
水
）、
大
竹
商
工
会
議
所
三
階
に
て
一
月

通
常
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
左
記
の
二
議
案
に
つ
い

て
の
決
議
が
行
わ
れ
承
認
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
第
一
号
議
案 

二
〇
一
四
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算

報
告
書
承
認
の
件 

■
第
二
号
議
案 

二
〇
一
五
年
度
修
正
予
算
承
認
の
件 

 

一
月
通
常
総
会
は
、
二
〇
一
四
年
度
一
般
社
団
法
人
大
竹

青
年
会
議
所
の
最
後
の
活
動
の
場
と
な
り
ま
す
。
総
会
で

の
決
議
が
可
決
と
な
っ
た
後
に
、
二
〇
一
四
年
度
の
各
活

動
を
担
当
し
た
委
員
長
が
登
壇
し
、
一
年
間
の
活
動
の
感

想
を
述
べ
、
二
〇
一
五
年
度
の
一
般
社
団
法
人
大
竹
青
年

会
議
所
メ
ン
バ
ー
へ
思
い
の
こ
も
っ
た
バ
ト
ン
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
事:

藤
野
広
志
） 
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